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 新年あけましておめでとうございます。 

 会員の皆様には新しい年を健やかにお迎えのことと心

よりお慶び申し上げます。 

 また、常日頃は当協会の運営につきまして、格別のご

支援、ご協力を賜り厚く御礼申し上げます。 

 さて、昨年は連日猛暑日が続き、熱中症警戒アラート

が発表されるなど熱中症の予防行動をとりながらの中で

の施設の保安管理に会員の皆様は大変ご苦労があったと

存じ上げます。 

 そして大雨などによる大災害が日本全国どこでも起こ

り災害時の危険物の取扱い、維持管理、操作確認などを 

   

  昨年、当協会では保安に対する意識の高揚及び啓発を

推進する目的として危険物流失に対する処理の講義を実

施し、万が一の際の初期対応訓練を行いました。 

改めて流失事故の重大さを感じ、今後も一層危険物事

故を防ぐため適正に取り扱う安全対策の重要さを再確認

しました。 

  会員の皆様には今後も毎日の自主保安体制の充実と強

化を図りながら危険物に係る事故を起こさないように維

持管理に一層のご尽力をお願いいたします。 

  当協会では今年も消防当局のご指導、ご協力を賜りな

がら災害防止に取り組み、事故や災害のない地域作りに

取り組んで参りたいと思います。 

  結びに、会員の皆様の益々のご繁栄、ご健勝をご祈念

申し上げ、新年のご挨拶とさせていただきます。 

想定した危険物施設管理を改めて考えさせられた年でし 

た。 

 

 

危険物取扱者試験日 令和６年３月２３日(土）《盛岡市・奥州市》乙種第４類のみ実施  

    願書受付期間 令和６年２月１５日（木）～２月２２日（木） 

 

願書の取りまとめについて   

２月２１日（水）までに持参した分については、一括送付します。（気仙地区危険物安全協会会員に限り） 

 

※２月２２日（木）以降持参された方につきましては、各自郵送となりますのでご了承ください。 

『準備講習会』(県協会主催)         

１ 開催日及び会場 

令和６年２月２０日(火)、２１日(水) （公財）岩手県高校教育会館 ３階大ホール (盛岡市志家町 11－13） 

  ２ 時  間 ９時～１２時、１３時～１６時 

  ３ 受 講 料（テキスト含む） 

               会員事業所・学生 １１,０００円            

         非会員事業所   １６,５００円                                        

  ４ 申込期限 令和６年２月５日（月)まで 

  ※テキストをご希望の方は、気仙地区危険物安全協会にて販売いたします。 乙種第４類 １,９８０円 

  

 

郵便料金の改定に伴い、令和５年１０月１日より免状送付用封筒（免状交付申請、書換申請（写真・氏名等、再交

付）に貼付する切手の簡易書留料金が４３４円に変わりましたのでご注意願います。 

令和５年度危険物安全週間推進標語 発行

者 気仙地区危険物安全協会 
 

大船渡地区消防組合 

消防本部内 

ＴＥＬ ２７－３５５５ 

会 長 新 沼 和 幸

（株式会社八木又商店 取締役社長）

『年頭のご挨拶』
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令和５年１０月に実施された危険物取扱者保安講習及び移動タンク貯蔵所安全弁点検の様子を大船渡地区消防組合

ホームページ内、気仙地区危険物安全協会掲示板に掲載しております。 

その他の事業内容も掲載しておりますのでご覧下さい。 http://www.fd-ofunato.jp 

 

 

 

施設区分 給油取扱所       

事故概要 給油取扱所内において、地下埋設配管からガソリン約２,１００リットルが地中に流出したもの。 

          腐食による穿孔が原因と推察される。事業所は漏えい検査官による検査を怠り、給油中にエアーが混入す

る事象が起こった際もすぐに使用停止せず、数日使用を継続していたため消防機関への通報が遅れた。 

 

施設区分 移動タンク貯蔵所   

事故概要 移動タンク貯蔵所から給油取扱所の地下貯蔵タンクに注油する際、移動タンク貯蔵所の配管内の残油確認

のため、開放した閉め忘れに気付かずに荷卸しを開始したため、吐出口からガソリン約３３０リットルが給油

取扱所内に流出したもの。 

 

施設区分 屋外タンク貯蔵所   

事故概要 屋外タンク貯蔵所において、屋外タンクの側板の下部から重油１９キロリットルが流出し、事業所の排水路

から河川の排水機場まで約１キロにわたり拡散し、排水機場の手前に約８００メートルにわたり滞留したも

の。 

 

施設区分 一般取扱所     

事故概要 一般取扱所内において、移動タンク貯蔵所内に灯油を注油中、危険物取扱者がその場を離れたため、移動

タンク貯蔵所から約３,３００リットル灯油があふれ、一般取扱所の敷地外に流出した。処理しきれなかった灯

油は事業所外の側溝に流れ込み、約３５０メートル先の海上まで流出したもの。 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

http://www.fd-ofunato.jp/

